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凡 例 

◆「家政学原論」授業実践集は、「家政学原論部会行動計画 2009-2018」第 3グルー

プの研究会で報告された、「家政学原論」に関する授業実践についてまとめたもので

ある。 

◆大学における家政学関連科目の多様化と「家政学原論」の科目が少なくなってい

る現状から、本授業実践集を編集するにあたっては、Ⅰ．「家政学原論」およびこれ

に類する科目の授業実践 Ⅱ．「家政学原論」以外の科目において「家政学原論」の

視点を取り入れた授業実践 の２つの柱に分類した。 

◆各実践報告を見開き 2ページに配置し、左側のページにはシラバス、右側のペー

ジには授業の特徴や授業を行うにあたって工夫している点について記載した。シラ

バスについては、大学による書式の違いがあるため、あえて書式の統一は行わなか

った。また、Ⅱ．「家政学原論」以外の科目において「家政学原論」の視点を取り入

れた授業実践 では、複数の科目において取り入れている「家政学原論」の視点・

内容の紹介を中心に記述しているため、個別の授業シラバスの紹介を省いたものも

ある。 

◆本授業実践集が「家政学原論」の授業に悩みを抱える授業担当者のパワーアップ

のために役立てられ、１つでも多くの大学で「家政学原論」の授業が行われること

を切に願うものである。 

◆「家政学原論部会行動計画 2009-2018」第 3グループの研究会については、以下

の報告を参照のこと。 

 八幡（谷口）彩子（2011）第 3グループ「科目『家政学原論』の授業実践研究」活動

報告、45、58-61 

 八幡（谷口）彩子（2011）第 3グループ「科目『家政学原論』の授業研究」活動報告

2011、46、53-58 
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金沢大学人間社会学域学校教育学類「家政学原論」 尾島恭子 

１．シラバス 

人間社会学域 ＞ 学校教育学類 ＞ 家政教育専修

授業科目名[英文名] /
Course Title

担当教員名[ローマ字表記] /
Instructor

科目区分 / 単位数 /
Category Credit
対象学生 / 開講学期・曜日・時限/

Assigned Year Semester・Day・Period

授業の主題 / Topic

「家政学」を考える。

授業の目標 / Objective

学生の学習目標 / Prerequisites

「家政学」という学問領域についての理解を深める。

授業の概要 / Outline

第１回： 家政学のイメージと実態

第２回： 中学校・高等学校家庭科の学習内容と家政学の研究内容

第３回： 我が国の家政学史（１）

第４回： 我が国の家政学史（２）

第５回： アメリカ家政学（１）

第６回： アメリカ家政学（２）

第７回： 家政学の学問体系（１）

第８回： 家政学の学問体系（２）

第９回： 家政学の変革・改名

第10回： 家庭生活の変化

第11回： 家政学における「生活」

第12回： 家政学の独自性

第13回： 家政学の社会的役割

第14回： これからの家政学

第15回： まとめ 

評価の方法 / Grading Method

課題およびレポート 

評価の割合 / Grading Criteria

課題（50%），レポート(50%)

テキスト・教材・参考書等 / Teaching Materials

教科書は用いない。

参考資料を随時配布する。

中学校・高等学校で学ぶ家庭科教育の、学問的な位置づけを明確にするため、わが国の家政学とアメ
リカの家政学の生成・発展の比較を通して、家庭科教育の学問的基盤である「家政学」について理解を
深める。

後期

2

原則的には講義形式で行うが,学生も積極的に授業に参加できるよう,実際に過去の家政学書を目にし
たり,ディスカッションなども取り入れる予定である。内容は下記の通りである。

家政学原論［Home Economics］

尾島　恭子 [OJIMA KYOKO]

選択１

2年
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２．授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫 

教員養成系学類での工夫 

 

学生の興味・関心を喚起する工夫 

「家政学原論」の開講は、2 年生後期（2 単位）としています。（本学では、１年次

はほとんどが一般教養的な科目の履修に充てられるため、専門科目は 2 年次から始

まります。）教員養成のための本学類では、教員免許取得のためには「家政学原論」

は必修科目にする必要はないのですが、「家政学原論」を、家政を学ぶ者の教養的

な位置づけとするために、敢えて専門科目を学ぶ最初の 1 年に必修科目として置い

ています。 

明治期から大正期に出版された書物を実際に学生にも読ませることで、当時の家政学

を身近に感じとらせたり、昭和の暮らしを DVD 等の視聴覚教材を使用して確認させ

たり、リチャーズの水研究の話と家庭科教育の環境領域の内容とを結びつけ、おいし

い水検査セット（共立理化学研究所）を使って簡易実習したり、等々アカデミックな

講義を、身近なテーマを扱った演習を織り交ぜながら学生が興味を示す内容を試みて

います。 

 ただし、学生のニーズ・関心と担当者のニーズ・関心とのギャップがあり、抽象的

な話への関心が低い学生が多い中で、どのように学問論の講義に関心を持たせるかは

課題の多いところです。 

何のためにこの授業を受けるの？ 

第 2 回の授業では「中学校・高等学校家庭科の学習内容と家政学の研究内容」を

入れています。家庭科の教員になるために、なぜ家政学原論を学ぶ必要があるの

か、その関連性が十分に理解できなければ、学ぶ意欲も薄れてしまいます。その

ため、「家政学」を家庭科の背景学問として意識（または自覚）させることを心が

けています。 

「見て・触れて、少しでも身近に」 

おまけ；「家政学原論」を必修科目に 

カリキュラムの工夫
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「家政学原論」熊本大学教育学部 八幡（谷口）彩子

１． シラバス

授業科目名 家政学原論 単位数 2 
開講年次 1 年 学 期 前学期

担当教員 八幡（谷口）彩子

科目分類 専門科目（教科に関する科目）

選択／必修 選択 授業形態 講義

授業の目標 4 年間の家政教育に関する専門領域の入門編として、家政学の学問論、

対象論の理解を通じて家政学の全体像をつかみ、総合的に生活をとらえ

る家政学的視点を育成するとともに、家庭生活が人間生活において果た

す役割について考える。

授業の内容 １．家政学とは何か

２．家政学原論の由来

３．家政学成立の略史（１）－日本編

４．家政学成立の略史（２）－アメリカ編

５．家政学の名称および定義

６．家政学の対象および目的

７．家政学の性格・方法・体系および独自性

８．人間の家庭生活のもつ意味（１）

９．人間の家庭生活のもつ意味（２）

10．現代における家庭の機能 
11．日本における家政学の主要概念の発達 
12．人間の生涯発達と家政学 
13．家政学の社会的展開 
14．これからの家政学 
15．まとめ 

テキスト テキストの指定は行わない。

参考文献 亀高京子監修『若手研究者が読む「家政学原論」2006』家政教育社(2006) 
V・B・ヴィンセンティ、倉元綾子訳『アメリカ・ホーム・エコノミクス

哲学の歴史』近代文芸社(2005) 
松岡明子編著『家政学の未来－生活・消費・環境のニュー・パラダイム

－』有斐閣(2004) 
八幡(谷口)彩子『明治初期における翻訳家政書の研究』同文書院(2001) 
亀高京子・仙波千代『家政学原論』光生館(1981) 
(社)日本家政学会家政学原論部会監修『家政学 未来への挑戦』建帛社

(2001) 
S.ステイジ、V・B・ヴィンセンティ編著、倉元綾子監訳『家政学再考』

近代文芸社(2001)
(社)日本家政学会編『新版 家政学事典』朝倉書店(2004)
※その他の参考文献については、授業中に適宜紹介します。

評価方法・基準 授業時の小レポート等（50％）、試験（50％）により判定する。 
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２．授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫

② この「家政学原論」は、中学・高校の家庭科の教員免許取得のために、専門科目

（選択）として 1 年・前学期に開講しています。家政学に関する 4 年間の専門科

目を見通し、家政学的視点を持って、食物学や被服学などの専門科目の学習に取

り組めるよう、専門科目への導入編と位置づけています。また、家政学全体を見

通す視点を持つことは、家庭科という教科の全体像について見通しを持つことに

もつながります。個別専門科目では、教科名でもある「家庭」をどのように理解

したらよいのか、考える機会は多くありません。家庭科に関する教員養成学部だ

からこそ、「家政学原論」を学ぶ必要性があるのではないでしょうか。

③ 受講生は 10 名以下という少人数授業のよさを生かして、毎回学生とのディスカ

ッションを行っています。ディスカッションのテーマは、「家政学や家庭科に対す

る批判や軽視の風潮に対し、あなたは家政学や家庭科を学ぶ意義をどのように主

張しますか？」「アメリカにおいて家政学の成立が早かったのはなぜ？」「これか

ら家庭はどのように変化していくと思いますか？そうした変化をふまえて、家庭

科ではどのような内容を扱っていくべきと考えますか？」「家政学の定義を、家庭

科で学ぶ具体的な内容に即して説明してみよう」などなど。

④ 第 1 時間目の授業で、大学に入学し

たての学生に、「家政学（家庭科）と

は何か」というテーマで小レポート

と、そのイメージを図で示す、とい

う課題に取り組ませています。総じ

て、入学したばかりの学生は、家政

学（家庭科）にどのような領域があ

るのかという認識が偏っていたり、

それらの領域間にどのような関係が

あるのか、家政学や家庭科に関する

十分な概念化ができていません。学

生の図を紹介してみましょう。→

① 日本では、家政系の学部で学んでいる学生が、家政学とはどのような学問なのか、 

学習する機会が保障されていません。これは、日本の家政学教育の大きな問題点で

す。この「家政学原論」では、家政学がどのような学問なのか、学生に理解と思考

を促すために、日米の家政学成立史、家政学の名称･定義･体系･独自性などの学問

論、研究対象である家庭生活の意義や現代的機能と将来展望、アウトリーチ（社会

貢献）のあり方などについて、授業を行っています。
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「家政学原論」東京家政学院大学 現代生活学部 現代家政学科 上村 協子

１． シラバス

授業科目名 家政学原論 単位数 2 
開講年次 ２年 学 期 後期

担当教員 上村協子 小池澄雄 石崎公子

科目分類 現代家政学科 専門科目

選択／必修 選択 授業形態 講義

授業の目標 現代家政学とは何か。なぜ現代家政学なのか。現代家政学は何ができる

か。自分と家政学の関係から考える。創立者大江スミを中心に、東京家

政学院大学の沿革および日本家政学の歴史的な展開や、総合家政の意義

を理解する。生産消費者教育を軸に、持続可能な社会や家庭科教育に着

目して、現代家政学に何ができるのか、自分の見解を図示する。

授業の内容 １．現代日本社会と家政学

２．①家政学とは何か②なぜ必要なのか③何ができるのかを考えよう

３．家政学には何ができるか（１）情報化社会

４．家政学には何ができるか（２）アジアの潮流

５．家政学には何ができるか（３）東京家政学院の卒業成長値

６．持続可能な社会の実現にむけた提案

７．家政学の歴史（１）日本の家政学と東京家政学院の家政学

８．家政学の歴史（２）戦前期の女子教育と家政学

９．世界の家政学と日本の家政学（１）アメリカとの比較

10．世界の家政学と日本の家政学（２）家政学の再構築に向けて 
11．家政学の社会貢献 （１）家庭科教育 
12．家政学の社会貢献 （２）消費者教育 
13．家政学の社会貢献 （３）生産消費者教育  
14．家政学の社会貢献 （４）日本家政学会と国際家政学会 
15．生活再生と家政学 
16・筆記試験 

テキスト 東京家政学院大学において作成した報告書

2006 年・2007 年 現代家政学の挑戦 ―生活主体形成のための金融教育

ライフマネジメントプログラムー

2008 年・2009 年 現代家政学視点による消費者教育の体系化

2010 年 大学における消費者教育を考えるー生産消費者の育成―

http://home.u01.itscom.net/uemura/index.html 
参考文献 亀高京子監修『若手研究者が読む「家政学原論」2006』家政教育社(2006) 

亀高京子・仙波千代『家政学原論』光生館(1981) 
(社)日本家政学会編『新版 家政学事典』朝倉書店(2004) 
※その他の参考文献については、授業中に適宜紹介します。

評価方法・基準 授業時の参加、試験における家政のできることの図示より判定する。
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２． 授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫

家政学とは何かを学生が図示したものを報告書などに掲載し、次の年度につたえ

られるよう工夫している。
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「家政学」鎌倉女子大学家政学部管理栄養学科 大石 美佳

１. シラバス

 科 目 名 家政学

 単 位 数 ２単位

 担当教員 大石美佳

 開講学科 管理栄養学科

 開講学年 １年

 開講学期 春セメスター

 免許・資格課程
 との対応

 授業概要
家政学部の学生として、「家政学とはどのような学問か」を理解するために、家政学の方法論
と体系、家政学の成立史について学ぶ。また、家政学の研究対象である家庭生活の現状から、
今日の家族を取り巻く状況や家族の抱える問題について考察する。

 到達目標
①家政学の方法論・体系・成立史について説明できる
②身近な生活問題について把握し、課題を分析できる
③自分たちが生きる社会のめざすべき方向性について提案できる

 授業内容・方法

第１回 学問としての家政学(家政学の方法論と体系)【講義】

第２回 ヨーロッパの家政学【講義】

第３回 アメリカの家政学①：ホームエコノミックス思想発達の歴史的背景と影響【講義】

第４回 アメリカの家政学②：ホームエコノミックスの生成と発展【講義】

第５回 日本の家政学①：「家」のための家政時代【講義】

第６回 日本の家政学②：「国」のための家政時代【講義】

第７回 日本の家政学③：家政学誕生・発展の時代【講義】

第８回 家政学の現状と社会的役割　【講義・小テスト】

第９回 家族とは何か【講義・ディスカッション】

第10回 多様化する結婚のかたち【講義・ビデオ視聴】

第11回 出生率低下の現状と要因【講義】

第12回 子育ての現状【講義・ビデオ視聴】

第13回 子育てを支える社会【講義・ビデオ視聴】

第14回 日本の家族、世界の家族【講義・ビデオ視聴】

第15回 生活の豊かさとは何か【講義・小テスト】

定期試験等 定期試験は実施せず

　準備学習・復習 プリントを見直すこと

 成績評価 授業内試験70%、受講状況30%

 教 科 書 教科書なし

 備考
身近な生活に関心を持ち、疑問点や問題点を把握し、解決方法を考える実践的態度を
心がけること
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2.授業の特徴や授業を行 うにあたっての工夫

新聞記事などを利用し、学んでいることと現実社会との接点を感じさせる

■配布資料 (例 )

高校食堂

家族の授業は視聴覚教材を多用し、多様な家族のあり方について考えさせる

■視聴覚教材 (例 )

「男と女～多様化する結婚のかたち～」、「叫び～子育てママの13万通のメール～」

「63億人の地図⑦出生率～女と男 支え合う未来へ～」(以上、plHKスペシャル)
「スウェーデンの子育て」、「地球家族～あなたはいま幸せですか～」 など

原論部分は書き込み式のプリントを使用し、ポイントをわかりやす<する

■配布プリント(例 )
「豪政学,

1 学F.5と しての家政学

0学間の成立条件   :
1 方法議6oう

“
ologう の確立 →本質と独自性の明確化に必要

2 学部の設置 (     )
・ 日本で最夕に家政学部を設置した大学 (           )
。国立大学に家政学部が誕生 〈         )・ (           )
・京浜女子大学 家政学部 (llめ

, 学会の設立 (     )
・ (               )

0家攻学の成立
・ [家政詢 という需は明治翔から存在      

｀

(rulと ぃぅ表案はそれ以前からm
・工式には 1948年、新制大学家政学部発展時に

'露
政や1と して誕生

Hme Econ価■os 廟 :Oik・ s(家 )と Nomsは ,び →oi“
“
micsに 基づく)

0家政学0定義        ・
皓

"史

学は、(      )を 中心としたく      )に おける(   )と (   )

との(     )について、(   )・ (   )両面から、く  )(   )(   )

の辞 を基盤としヽ 研究し、(      とヽとも●(      )に 貢献する

(          )で ある1(日 構 学会、19841

oF,071の 定義
f家政争は、家庭生活を中心として、これと緊密な関係にある社会事象に延長し、きら

に人と栞廃との相互作用について、AII・ 場的の画面から研究して、家庭生活の向上と
ともに人間開発をはかり、人類の幸福増進に貢献する実証蒟 実践科学であるJ .

‐・泄場で示されている方法綸(目的 対象・用 を確露しよう。
1970年 と1984年の変更点を整理し、嶽 そのように変更されたか考えてみよう。

、0家政学の領域と体係

(1)食勒争 篠姜、食品、翻理.食生活ないし畑 り
②初畔は
OF議躍1滲憮 欄胸鑽鋤陣証・

0住 居学 0露史、
'生
活:倒害管理、住宅固題、e層デザィン、菫内環境 設備、

構造・材料・餃鷲、居住環境)

C41え壼学 ∝憲 瓶 青児 `保青 歓龍 剰い 文学、福祉・環境、應

"(6)家庭経営学 磁庭経営 管理、家族関
"(61家政教育学 罐 教宙、学校教育、社会atl

(7)家政争原論 は政学急 家政学史、比較家攻学、家庭銅

0家政学の動向
・嘉政学から(      )ヘ
,975に学部の名称変更が開始し、1980年代後半から統々と名杯変更^
exお末の水女手大学→(      )学 部、奈彙女子大学→(      )学 部
・アメリカ家攻学の動向
Hone“nmiosか らく                           )^
アメリカ家攻学会

“

称変冥 (,942

‐これから豪政学が目指すべき方向性について、自分の考えをまとめてみよう
`

0(
②  (
0(

) : 〈
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「ライフデザイン論 ＜家政学原論＞」(大妻女子大学短期大学部 1 年必修・2 単位) 

小野瀬裕子

1. 講義概要

(1) 目標 ：人の人格と人権が尊重され、幸福に生命を継続するためには、身近な家庭生活を中心と

した人間生活を総合的に捉える家政学の視点が重要であることを、家族と家庭生活の歴史 [家庭

生活論・家政学史] と生活構造や生活文化の比較 [比較家政学・生活構造・生活文化] から理

解する。家政学の定義、目的、対象、領域、体系、方法 [家政学論] について理解する。 

(2) 授業構成：毎回、前半 60 分は講義、後半 30 分は前半の講義内容に即した課題について考察し、

意見交換をする。

2. 授業内容

(1) 家政学とはどのような学問か 

(2) 家政学の定義  

諸科学からみた家族と家庭生活の機能の変化 [人類学・社会学・福祉学等] 

(3) 諸科学からみた家族と家庭生活の機能の変化 [法学・哲学等] 

(4) 日本の家政学の歴史  ―明治・大正― 

教育者の経歴と活動。

(5) 日本の家政学の歴史  ―昭和・第二次世界大戦直後まで― 

日本国憲法 24 条家庭における男女平等・個人の尊厳の草案を起草したベアテ・シロタの経歴と 

ベアテ草案から学ぶ。

(6) 日本の家政学の歴史  ―第二次世界大戦後― 

(7) 世界の家政学   ―ヨーロッパ (ドイツ・北欧諸国) ― 

生活構造の捉え方・生活文化の違い。

(8) 北欧の家庭生活  

日本の家庭生活を客観的にみるため他国の家庭生活と比較。

(9) 世界の家政学   ―アメリカ合衆国― 

エレン・リチャーズの経歴と活動から学ぶ。  

(10) 家政学の目的と方法 

家庭生活を中心とした人間生活を総合的に捉える家政学的視点の理解。

生活の豊かさとは何かを考え、QOL(生活の質)を高めるため、生活を把握し研究する。 

(11) 家政学の領域と体系  

(12) 日本家政学会誌等の学会誌の論文 

(13) 生活構造

(14) 共生社会における今後の家政学 

(15) 総括 
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3. 授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫

人の人格と人権が尊重され、幸福に生命を継続するためには、何が必要でしょうか。

内閣府による「幸福度指標」では、幸福度を支える要因として、経済社会状況、健康、家族などの関係

性、持続可能な社会と環境をあげています。これらは、家庭生活を中心とした人間生活を総合的に捉え、

生活の向上をはかる家政学の視点と重なります。

家政学原論の授業では、生活をよりよく変え、人類の福祉に貢献するために必要な力をつける家政学の

視点を、学生が具体的に実感を伴って理解できるように、身近な家庭生活と社会情勢や環境を相互に関連

させながら、以下の内容を講義しています。

(1) 家族と家庭生活の知識と分析、諸科学との関連 

(2) 日本の家政学史 

(3) 世界の家政学  生活構造の捉え方・生活文化の違い 

(4) 新たなパラダイムを創りだした人の経歴と実践から学ぶ 

(5) 家政学の目的と方法 

生活の質(QOL)を高めるために生活を見直し、改善 

(6) 家政学の研究領域と体系 

(7) 今後の家政学 

特に、自分の得意分野を生かし、生活者の視点から生活の向上のために新しいパラダイム（新しい生活

構造、法律等のルールづくり、教育活動）を創り出した人物の経歴と活動を具体的に紹介すると、家政学

の視点の重要性について理解しやすい。たとえば、エレン・リチャーズ(アメリカ家政学)、ベアテ・シロタ

(日本国憲法の家庭における男女平等条文起草)、大学の創始者など。学生自身にも得意分野や経験を生かし

て家政学を研究することで、自分の生活を充実させ、社会貢献しようという意欲を導きだしたいと思いま

す。

  各授業時の後半は、授業に関連した課題を設け、学生に自分自身の問題として主体的に考えさせていま

す。課題について考察した後、学生同士で意見交換をすることから、多様な立場の人の見方を知ることが

できます。それらを総合的に把握したうえで、生活向上のための新たな視点を見出し、よりよい生活のた

めに実行する機会づくりにしたいと思います。

講義後の課題の例

「家庭の機能とは、現状とこれから。」「日本国憲法に家庭における男女平等、個人の尊厳の条文を起草

したベアテ・シロタの経歴と活動から学ぶこと。」「日本と他国の家政学の歴史、領域と体系、家庭科の学

習目標を比較して、生活文化の違いについて考えること。」「エレン・リチャーズの経歴と活動から学ぶこ

と。」「生活の豊かさとは。」「文明の利器について、家政学の視点から考える。」「家庭における問題につい

て、どのように人的・物的環境を整え、支えあって生活を営むか。」など

10

由樹 花輪
長方形



「生活研究論」大阪教育大学 教育学部 (2010 年) 大本 久美子

１． シラバス

授業科目名 生活研究論 単位数 2 
開講年次 3 年 学 期 前期

担当教員 大本久美子

科目分類 専門科目（教科に関する科目）

選択／必修 必修 授業形態 講義

授業の目標 家庭科には、背景となる学問があり、「生活」を科学的・社会的に捉え

る視点が必要であることを知る。さらに様々なものの考え方や価値観

にふれ、ハウツーの知識ではなく自分の考えを深めるための知識を吸

収し、自分なりの「家政」「家政学」のイメージ・定義を持つことがで

きる。

授業の内容 1．家政学とは？ テキストの分担決め 

2．｢家政学とはどういう学問か｣ 

3．｢日本の家政学のあゆみ｣ 

4．「総合科学としての家政学」 

5．｢世界の家政学：ドイツ・北欧｣ 

6．「世界の家政学：アメリカ・アジア」 

7．「家庭・家政を考える」 

8．これからの家政学とは？ 総括・講義・資料配布 

9．（グループ討議）家政学の問題点と今後の改善・発展

10．  発表

11．「豊かさの条件」配布  「個人課題：家政学とは？」に関する説明

12．｢生活支援のための｢家政学｣｣ 

13．個人課題『家政学のイメージを図と言葉で表す』作成 

14．個人課題『家政学のイメージを図と言葉で表す』の 発表 

15．総括・小テスト｢家政学とは？｣・「豊かさの条件」の感想 

テキスト 富田守・松岡明子編 (2001) 
『家政学原論 生活総合科学へのアプローチ』 朝倉書店

参考文献 亀高京子監修『若手研究者が読む「家政学原論」2006』家政教育社(2006) 
暉峻淑子『豊かさの条件』岩波書店（2003） 
S．コウチ 牧野カツコ訳『スキルズフォアライフ』（2002）家政教育社 

※その他の参考文献については、授業中に適宜紹介します。

評価方法・基準 授業時の小テスト、個人課題などから総合的に判定する。
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２． 授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫

●3 回生前期に開講される本学の「生活研究論」は、2 年間学んだ専門科目の総まとめの意

味と家庭科教育との関連性を意識させることをねらいとしている。2000 年前後に、「生活」

をより広い概念で扱うことを目的に「家政学原論」から「生活研究論」へと、科目名称が

変更された。2010 年度は、①家庭科には、背景となる学問があることを知り、「生活」を科

学的・社会的に捉える視点を育成すること ②様々なものの考え方や価値観にふれ、ハウ

ツーの知識ではなく、自分の考えを深めるために必要な、より多くの幅広い多様な知識を

吸収すること ③自分なりの「家政」「家政学」のイメージや定義を持つことができる こ

と の 3 点を授業目標とした。 
●『家政学原論 生活総合科学へのアプローチ １）』の 8 つの内容を、各 2 名ずつ計 16 名

の受講者全員が分担し、各自担当の内容をわかりやすくプレゼン発表する作業から、家政

学についてのより多くの知識を得ることと、レジュメ作成・プレゼン能力の向上を目指し

た。次にグループ活動に入り、家政学の問題点や今後の発展性について討議した。これら

の一連の作業、学習は、「個人課題：家政学とは？」に入る前の準備、つまり、内容の整理や

他者の多様な意見を聞き、自分の考えを深めることを目的としている。さらに『豊かさの

条件』２）

●半期の授業で触れた内容のうち、①家政学の研究対象②家政とは③生活とは④家政学の

社会的貢献・これからの家政学 の 4 つの中から 1 つを選び、「自分が抱くイメージを絵

で示し、絵の内容を 200 字程度で説明する」というテーマでそれぞれの思いや考えを発表

させた。紙面の都合で絵を掲載できないのが残念であるが、16 種類の独創的な絵や考えが

紹介され、人それぞれのとらえ方や表現があることを理解したようである。

を教材として各自 1 冊ずつ配布し、感想を書かせた。この本の中には、家政学と

言う言葉は出てこないが、「ともに助け合う生活」や「福祉と平和の実現」等についてわか

りやすく書かれているため、家政学の内容の理解を助けると考えたからである。

以下は、受講生が最後の時間に自分の言葉で書いた家政学の定義と授業全体の感想の抜

粋である。最初の授業で書いた「家政学とは」の内容とは全く異なり、受講生全員がそれ

ぞれの学びが深まったことを実感していた。

「家政学とは？」★生き方の違いによる様々な人の価値観を認め合いながら、衣・食・住などの知識を生かしつつ、

自分の生活の質を豊かにし、幅を広げ、将来自分がどのような生活がしたいか夢が持てるようにする学問 ★家政学と

は私たちの生活を様々な角度から研究し、人の生活をより幸福にするための実践的学問

授業の感想★難しそうな授業だと思っていたけれど、噛み砕いて少しずつ学んでいけばわかりやすくなるものだと

思った。★授業全てが面白かった。家政学の魅力に改めて気づくことができ、自分が家政教育を学んでいることに誇り

を持つことができた。★自分でレジュメを作り、発表したり、聞いたりというのもすごく力になったけれど、家政学に

ついて班に分かれてみなで話し、意見を出し合えたことがすごくためになった。★テキストを読んだだけではなんとな

くわかっているつもりになっていたが、実際に絵を書いて自分の考えを表そうと思うと自分の考えがまとまっていなか

ったのでさらに深く考えるいい機会になった。

１）富田守・松岡明子編（2001）『家政学原論 生活総合科学へのアプローチ』朝倉書店 
２） 暉峻淑子（2003）『豊かさの条件』岩波新書 
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「生活研究論」大阪教育大学(2008～2009）・「生活科学原論」同志社女子大学 表真美 
１． シラバス

生活研究論 開講年時 3 年 単位数 2 学期 集中 2008～2009 担当 
生活科学原論 開講年時 4 年 単位数 2 学期 後期 2009～2011 担当 
担当教員 表 真美（京都女子大学）

受講人数 大阪教育大学：約 30 名 同志社女子大学：約 75 名 
科目分類 専門科目

選択／必修 いずれも必修 授業形態 講義と演習

授業の目標 生活とは何かを考え、生活研究の意義を認識するとともに、家庭科

教育の基礎となる「家政学」の学問的特徴を理解し、生活を学問的に

とらえる視点を育成する

授業の概要  研究対象としての生活のとらえ方、および、生活を総合的に研究す

る家政学の学問理論、学史、諸外国の家政学の現状、家政学と人間生

活・社会とのかかわりについて、講義を中心に進行し、一部に演習を

取り入れる。

授業の内容 １．生活研究（同志社女子大：生活）とは何か、生活研究の系譜

２．生活研究における家政学の位置づけ

（同志社女子：生活科学と家政学）

３．家政学の名称・目的・大正

４．家政学方法・体系・独自性

５．家政学成立史

６．戦後の家政学・家政教育

７．国際視野からの家政学

８．アメリカの家政学・家政教育

９．アジア・ヨーロッパ・アフリカの家政学・家政教育

10．生活とは何か・生活の変遷 
11．生活研究と食・衣・住生活、家族の生活、消費者問題、福祉 
  （同志社女子：研究発表１）

12．生活研究に関する受講生の研究発表１（演習） 
13．生活研究に関する受講生の研究発表２（演習） 
14．生活研究に関する受講生の研究発表３（演習） 
15．まとめと試験 

テキスト テキストの指定は行わない。（2009 年のみ参考文献①をテキストに指

定）

参考文献 ①富田守・松岡明子編『家政学原論 生活総合科学へのアプローチ』

朝倉書店（2001） 
②松岡明子編『家政学の未来・生活・消費・環境へのニューパラダイ

ム』

有斐閣（2004） 
評価方法・基準 研究発表（50％）、試験（50％） 
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２．授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫

① パワーポイントとその内容に準拠したワークブックを用いた授業

講義の部分はすべてパワーポイントを用いた。

 パワーポイントのプリント資料を配布しない場合、受講生がノートをとるのが難しい。

また、資料を配布してしまうと、既に授業内容のほとんどが手元にあるので、集中して聴

講を行わなかったり、安心して居眠りをしてしまう受講生も現れがちである。そこで本稿

では、重要な学んでほしいキーワードの部分を白抜きしたワークブックを配布し、授業を

聴きながら白抜きの部分を各自で書き込み、完成させる形式とした。そして、試験はその

ワークブックのみもち込み可能とした。

② 理解しやすい平易な説明に努める

学問論の内容は、なるべくわかりやすく、受講生の身近な事象を交えながら説明した。

例えば、諸外国の家政教育では、外国の家庭科教科書の実物見本や、家庭科の授業風景の

写真なども提示し、世界で家政学、家庭科が教育されていることを楽しく学べるように配

慮した。

③ 演習

 大阪教育大は個人、同志社女子大はグループで自身の専門以外の家政学の研究論文を学

会誌や研究紀要から選び、レジュメにまとめて発表した。ユニークで意義深い研究が数多

くあることを受講生だけでなく筆者も知ることが出来、大変有意義であったと思う。

④ 試験

 試験はワークシートのもち込みを可能にして行ったが、試験問題は考えさせる内容にし

た。例えば、「現在の家政学がかかえる課題を挙げ、その解決方法についての考えをまとめ

なさい。」など。ジェンダー、社会的認知が低い、政策に訴えることができないなど、ワー

クシートにはないが、私が授業中に話した事柄を的確に課題に挙げ、解決方法を考える受

講生もいた。

以上
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Ⅱ．「家政学原論」以外の科目において「家政学原論」の視点を取り入れた授業実践

「生活科学概論（一部）」同志社女子大学生活科学部食物栄養科学科  吉井 美奈子

１．シラバス

授業科目名 生活科学概論 単位数 2 
開講年次 1 年 学 期 前学期

担当教員 吉井 美奈子（非常勤）他 複数専任教員のオムニバス

科目分類 入門・概論科目

選択／必修 必修 授業形態 講義

授業の目標 食物科学専攻の新入生に本専攻での 4 年間の学びの内容を紹介するとともに、

興味を持って自主的に大学で学ぶ姿勢を養う。また、生活全般における人と環

境の相互作用、並びに家庭生活が人間生活において果たす役割について、生活

科学的視点から概説し、身近な課題に目を向けて考察する。

授業の内容

1. 食物科学専攻における学び。本学の歴史と理念

2. 食物科学専攻における学び。健やかな学生生活の過ごし方

3. 食物科学専攻における学び。4 年間の勉学について

4. 食物科学専攻における学び。情報処理・レポート・プレゼンテーション

5. 食物科学専攻における学び。本学の調理学

6. 食物科学専攻における学び。免許と資格

7. 食物科学への関心と学問的展開

8. 生活科学とは

9. 生活科学と家政学

10. 家庭の機能・家族生活

11. 衣生活

12. 住生活

13. 食生活

14. 消費者としての生活

15. まとめ

テキスト 家政学のじかん（関西家政学原論研究会編）、

適宜プリントを配布

参考文献 亀高京子監修『若手研究者が読む「家政学原論」2006』家政教育社(2006) 
松岡明子編著『家政学の未来－生活・消費・環境のニュー・パラダイム－』有

斐閣(2004)→廃版 
(社)日本家政学会家政学原論部会監修『家政学 未来への挑戦』建帛社(2001) 
(社)日本家政学会編『新版 家政学事典』朝倉書店(2004) 

※その他の参考文献については、授業中に適宜紹介。

評価方法・基準 出席 28%、前半 6 回の提出物で 24%、後半 8 回の提出物および定期試験で 48％ 

15

由樹 花輪
長方形



２．授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫

（写真）関西家政学原論研究会（編） 
  『家政学のじかん』   →

⑤関西支部で作成したテキ

ストを使うことで、講義時

間が十分確保できないデメ

リットをカバーするように

しています。

①「生活科学概論」という講義名であるため、「家政学」について詳しく述べる時

間がとりづらいのが現状です。しかし、「生活科学」は元々「家政学」であった、

ということを説明するようにしています。また、家政学の定義や目的、領域につ

いても触れるようにしています。

②この科目は、専任の先生方が 7 回分、大学生活のガイダンスをオムニバス形式

で行うため、実際には 8 回分だけしか担当しておらず、十分な時間数であるとは

言えません。その中で、出来るだけ「家政学」を印象付けるように、難しくなり

過ぎないように心がけています。短い時間数ですが、8 回のうちの１回目と 2 回

目の最初（復習を兼ねて）には、家政学について講義をおこなっています。

③「概論」であるため、各分野の内容についても触れなければならないため、十

分な時間があるとは言えません。しかし、学生には伝えることをシンプルにする

ことで、家政学の重要性は伝わっていると思います。

この講義で、特に伝えたいとしているのは、次の内容です。

（１）生活科学の前身は「家政学」である。

（２）「家政学」や「生活科学」は女性だけのものではない。

（３）細分化されやすい研究に携わっても、常に最初の目的や「家政学」「生活

科学」のことを考えながら研究を行うこと。

④食物栄養科学科なので、学びは「食」に特化することが多く、実験などが多く

研究成果が細分化される可能性が高いと考えられます。そこで、今後専門的に学

ぶ際にも、「家政学」を忘れず、常に「なぜこの実験を行っているのか」という主

たる目的を見失わないように、と繰り返し伝えるようにしています。
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「生活科学概論」・「生活デザイン概論」 小倉 育代 

１．シラバス事例 

■事例１ 「生活科学概論」

 

 

 

 

■事例２ 「生活デザイン概論」

 

 

開講対象 生活科学部食物栄養学科 

履  修 1年２単位 入門・概論科目群 2 科目中でいずれか一方選択必修  

目  的 食物科学専攻の新入生に本専攻での 4年間の学びの内容を紹介するとともに、興味を持

って自主的に大学で学ぶ姿勢を養う（前半６回）。生活全般における人と環境との関

わりを生活科学的視点から概説し、家庭生活が人間生活に果たす役割について、とり

わけ食物科学、食生活面から多面的に考察する（後半８回）。 

計  画 1.  食物科学専攻における学び。本学の歴史と理念。

2. 食物科学専攻における学び。健やかな学生生活の過ごし方。

3. 食物科学専攻における学び。情報処理とレポートの書き方。

4,  食物科学専攻における学び。4年間の勉学について。 

5. 食物科学専攻における学び。本学の調理学。

6. 食物科学専攻における学び。免許と資格。

7. 食物科学への関心と学問的展開

8. 生活科学とは

9. 生活科学と家政学

10. 海外における動向

11. 家庭の機能・家庭生活

12. 生活科学の社会的展開

13. 再び 食物科学への関心と学問的展開①（専攻における学びと生活科学）

14. 再び 食物科学への関心と学問的展開②（専攻における学びと生活科学）

開講対象 生活科学科ライフプロデュース専攻（短期大学） 

履  修 1年２単位 必修 （60 分＊23コマ） 

目  的 将来的視野に立ってよりよく生活するために必要なものを追求、考案し、企画・開発し

ていくために、まずは自分の日々の生活の今をみつめ、日常を実感する対象として積

み重ねる生活者姿勢を習得する。 

計  画 １．  私の生活設計 

２～４．自分の生活を見つめる その１ その２ 生活デザイン考① 

５～７．家族ということ    その１ その２ 生活デザイン考② 

８～10．高齢社会ということ  その１ その２ 生活デザイン考③ 

11～13．共生ということ    その１ その２ 生活デザイン考④ 

14～16．食べるということ   その１ その２ 生活デザイン考⑤ 

17～19．住まうということ   その１ その２ 生活デザイン考⑥ 

20～22．私の生活設計 をいま一度 

23   到達度確認 

テキスト 『家政学のじかん』関西家政学原論研究会 
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２．授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～レポートを紹介します～ 

全体を読み終えてはじめに、家政学はもっと多くの学生が学ぶべき学科だと思った。それも学ぶ時期が若ければ若いほど、自分

の人生設計に役立つのではないだろうか。この教科書には家族、親子関係、制度、加齢、住まいなど全部で 7 章のまとまりで書か

れている。これらすべて「生活するということ」には欠かせないことであり、学ぶ人の年齢や性別を問わず、すべての人々に必要

なことだ。特に加齢は、誰も避けられないことである。（中略）現在、私はインテリアの勉強をしている。しかし、ものの設計や配

置には非常に興味があるが、生活そのものについて全く関心を抱かなかった。今回、人の生活こそがインテリアに関わる大部分だ

ということに気づくことができた。これからの勉強に役立てたい。 

工夫② 「家政学とは」から始めると、最初につまずいてしまいます。（事例２） 

専門的な興味が分散している（ファッション・ビューティ・インテリア）学生を対象にした専攻必

修科目です。専攻目標が、「日々の生活実感を持ちながら、専門の知識と技能に裏打ちされた創造

力を働かせて、自分が欲しいもの、よりよく生活するために必要なものを追求、考案し、企画・開

発できるプロシューマーの養成」ですが、生活に関心を持っているとはいえません。「自分自身の

生活設計に、専門性がどのように関わるのか」から始め、特定の専門への傾倒は極力回避します。 
その後、生活がどのように変容しているのか、データを用い解説します。将来に思い描く生活と現

実とのズレに、腹立たしさを感じる学生もあるようですが、客観視するためには、重要な情報です。 

工夫③ テキストとその活用、「家政学っていう学問は、実は、・・」は最後に。（事例２） 

読む→考える→伝える（まとめる）→再度考える（「家政学とは」→実践  これらを通して、生

活の変容に関する知識・情報は実生活に照らし合わされ、課題が具体的に意識されるようです。 

具体的には、最後の数回を費やし、テキストを読破します。１章毎に、「同意点・批判点・疑問点」 

を抜き出します。時にはディベートを取り入れ、自身の考えを見つめる機会とします。  

テキストが、問いかけを多用した読みもの本であることが功を奏し、多くの気づきがあるようです。

家政学についての学問的解説は、レポート提出〆切日、講義最終日です。

工夫① 専門への興味から、家政学への気づきへと展開  （事例１） 

「食」のスペシャリストを養成しており、食品学・調理学・栄養学の３分野に関する基礎から応

用まで多くの科目が開講されている中で、専門における大学での学びのリテラシーとして位置づ

けられています。食物科学への関心（進路）がどこにあったのかを掘り起こすことから始めてい

ます。 

7. 食物科学への関心と学問的展開（食物科学専攻への進学の理由 関心事 卒業後）

そして、「一度食物科学から離れてみましょう」と、生活を多面的に捉える中で食への視点を広

げ、家政学（生活科学）へと導いています。 

14.再び 食物科学への関心と学問的展開①②（専攻における学びと生活科学） 

（食物科学からの興味  自身の食生活の見直し 食育と学問的展開の拡がり）

当該大学では、食物に関心を持つ場合、家庭生活での充実した食生活基盤に支えられていること

が多いです。様々な生活、食生活が整っていない場合が社会には存在していること、食生活が変

容していること、食の多面性を知らせる機会の必要性を感じます。
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「人間と生活」鹿児島大学教育学部  齋藤 美保子

1.シラバス

授業科目名 人間と生活 単位数 2 
開講年次 3 期  学期 前学期

担当教員 齋藤美保子

科目分類 小専門科目

選択 /必修  選択 授業形態 講義

講義の概要

(目的と内容 ) 
人間の生活のしくみを考え、衣食住など身近な問題から地球環境に

いたるまでを見つめ直し、生活者の視点から問題解決する。生活や現

実の事象から出発し、その課題を明らかにし、人間らしい生活とは何

か、どう人間らしく暮らせるか、その筋道を理解してもらうことに主

眼があります。

 また、ただ生きているのではなく家庭教育を含め人間はどのように

育っているのか、ライフステージごとの発達課題も理解していただき

たいと思います。

授業の到達目

標及びテーマ

小学校家庭科の内容に準じる

成績の評価基

準

レポート試験、毎回の感想・疑問用紙に記入・提出をすること。出欠

状況など総合的に判断する。

授業計画 第 1 回・・オリエンテーション 生活・暮らしの問題について (家
庭科と家政学 ) 

第 2 回・・人間の発達、家族の歴史  
第 3 回・・家族・家族関係、家庭生活の実情  
第 4 回・・乳幼児・子どもの発達  
第 5 回・・青年期の発達、中・高齢者の発達  
第 6 回・・高齢社会、福祉・社会保障  
第   7 回・・衣生活Ⅰ被服の役割・繊維・フェアトレード  
第 8 回・・衣生活Ⅱ ファション・衣料事情  
第 9 回・・食生活Ｉ「ブタがいた教室」視聴 食育とは  
第  10 回・   食生活 II 栄養・食品食糧問題、安全・安心な食べ物

第  11 回・・家庭の経済 消費者センター講師 (外部講師 ) 
第  12 回・・職業労働の実情Ⅰ (賃金・収入 ) 
第  13 回・・職業労働の実情Ⅱ (労働時間・働く者の権利 ) 
第  14 回・・住生活・地域、防災  
第  15 回・・地球環境及びまとめ  

参考書・教科

書

授業中の配布資料
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2.授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫

①講義内容・各テーマ内容

開講年次は 3 期以上でも実際は 4 年生

60 名の「人数制限科目」です。  
若者の現状と興味・関心から現代的な課題を

トピックとして取り入れ、家庭科や家政学に繋がるよう、

ビデオ視聴・体験学習・グループ学習などを取り入れています。消費者センターから毎年講

師の授業を担当していただき、現代の若者の消費者トラブルについて講義・体験・消費者検

定等を行っています (感想参照 )。  
今まで行ったテーマは、DV(デート DV 含む )・子ども虐待・消費税・内部留保と非正規雇  

用・飼育と栽培・TPP・貧困問題・原発などです。現実を知らず毎日を過ごしている学生に  
揺さぶりをかけて「現状認識」をさせ、問題発見をするよう促しています。生活経営領域を

学ぶ学生も多く、鹿児島県の最低賃金が日本一低いことにショックを学生は受けています。

③方法Ⅱ・・・・教材・教具

毎回テーマに沿ったワークシートや授業用プリント及び家庭科実践の紹介などを盛り込

んだプリント (A3 判 1 枚裏表印刷以上 )を必ず配布しています。あえてパワーポイントの講義

をせず、プリントを資料として生かせるようにし、DVD 視聴もします。  
また、地域発行のリーフ・消費者センターからの資料を授業で活用したり、最新の情報や

学術的な情報を提供しています。

是までの家庭科教員の経験を生かし、生徒の作品など (人生すごろく・おもちゃ・繊維など

外 )の提示をし、学校で取り扱う教材・教具の見本として位置づけています。  
教員採用試験対策としての資料も作成し、採用試験前に配布したりしています。昨年はこ

こから、5 題くらい同様な問題が掲載されたとか。  

②方法Ⅰ・・・講義・討論・体験・感想記入

小・中・高校の学級人数が改正するにつれ、大学での適正人数の研究も必要かと思われま

す。ここでは 60 人 (欠席者 5 人と仮定し、常時 55 人・・私の小学校の学級人数でした )とす

れば、小グループの討論が可能な人数です。そこで、各グループ 4 人～5 人くらい 10 班で、

意見交換を行っています。また、代表者に意見を発表してもらう時もあります。

 講義内容や・ポイントなどをワークシートに記入、クイズ形式で講義をすることもありま

す。簡単な○×式から、意見を書くのもあり、知識や事前意識を知る上でも意義があります。 

●今日の授業では、消費生活について学

ぶことができました。各種トラブルにつ

いてのビデオを見て、自分もいつトラブ

ルに巻き込まれるかわからないので気

をつけていきたいと思いました。 (男 ) 

配布資料

労働基準法についての○×クイズ

① (      )労働時間は 1 週間に 35 時間以内である。  

② (      )休日は毎週少なくとも 2 回はとらなければならない。  

③ (      )時間外・休日労働は、労働組合または労働者の過半数を  

代表するものと書面で協定すれば可能である。

④ (      )時間外・休日・深夜の労働に対しては、通常の 25%の割り増し賃金を支払う。  

⑤ (     )パート労働者には休日が与えられない  
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「家庭経営（家庭経済学を含む）」（相模女子大学 栄養科学部 健康栄養学科）

における「家政学原論」的な視点について

臼井 和恵

相模女子大学 学芸学部 食物学科においては、「家政学士」の称号を用いていた平成 13
年度までは、家政学基本科目として「家政学原論」は必修科目であったが、現在では科目

として存在しない。平成 14 年度からは学士(食物学)に変更し、平成 20 年度からは学士（栄

養学）となった。食教育への特化、食の専門性を高める、という方向を掲げてのカリキュ

ラム改正であったが、食を根本から支える生活そのものと食の主体である人間への視点が

薄まってしまったことは皮肉なことである。そうした科目を守りえなかった自らがいる。

 こうした状況の中で、「家政学原論」的な視点をいかに現行科目の中に入れ込んでいくか

は、家政学関係の科目を担当する教員の課題であると思われる。その一例として、家庭科 

の教免資格科目（教職必修）として位置づけられている「家庭経営（家庭経済学を含む）」

の場合を取り上げたい。

授業科目名 家庭経営（家庭経済学を含む） 1 年生 春学期 2 単位 講義 
担当  小野瀬裕子(平成 22・23)・臼井和恵（平成 24）  教免（家庭）必修・学科選択 
授業の到達目標・・・家庭の生活経営をはかるうえで必要な最新の情報を課題ごとに整理

し、各自の目的に合わせて主体的に家庭経営の方策を考える。「生命・生活の論理」に基づ

いた家政学（Home Economics）の価値観についても伝えたい。 
授業概要・・・省略

授業計画

１．はじめに 生命・生存・生活について考える 「生命・生活の論理」としての家政学

  →ここで「家政学原論」的視点について述べる。具体的内容については次ページに。

2． 男女共同参画社会における（家庭）生活経営  わたしを活かし あなたも活かす 
3． 家族を考える  東日本大震災を忘れない

4． 女性が働く  アンペイド・ワークとペイド・ワーク

5． 国民経済の中での「家計」  就職難やリストラの背景

6． ライフステージと家庭経済 
7． 経済を整える  ミニ家計簿をつけてみよう

8． 消費社会を生きる  消費者の権利を身につける

9． 環境と共生する  循環型社会の実現に向けて

10．情報を活かす  情報リテラシー能力を身につける  

11．子どもと育つ  子どもの人権を守る

12．老いを愛しむ  高齢社会の生活経営

13．支えあって生きる  リスクマネジメント

14．地域でふれあう  もうひとつの豊かさ コミュニティーとボランティア 

15．まとめ  サスティナブル（持続可能）な生活経営
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授業概要  １．はじめに 生命・生存・生活について考える 

「生命・生活の論理」としての家政学

☆ （家庭）生活を経営する主人公、すなわち生活主体は当然のことながら人間である。生

活経営は人間の「生命」が大前提になる。恩師田辺義一先生は「生活とは、生命を維持

し、生存を全うするもろもろの営み」と定義された（田辺義一『家政学総論』光生館）。

先生は家庭を「人間の生命維持機構」と捉える。人間という「種(Species)」の視点、「生

命」の視点から生活の築き上げていくことの大切さを、まず確認したい。

☆ 生活のなかでも特に家庭生活に焦点を当てる根拠を、以下の言葉をヒントに考えてもら

う。E・グロールマンは、死にゆく人や死別を体験した人たちに、ファミリー・セラピ

ストとして関わっている。クイズ形式で興味を惹くこともある。この言葉は、学生たち

のこころに素直に沁みていくように思われる。

   子どもの死 ― あなたの未来を失うこと     『変貌する家族』

   配偶者の死 ― あなたの現在を失うこと  ５『家族の解体と再生』 

   親の死   ― あなたの過去を失うこと   「家族のなかの死」 

   友人の死  ― あなたの一部を失うこと  岩波書店

子どもの死が親にとって未来を失うほどにつらいという事実をしっかり伝え、友人の死

は自身の一部を失うほどであることから友人の大切さに触れ、これから始まる大学生活

の 4 年間であなたの一部になるような友人と出会いたいね、と繋げていく。 
☆ 私たちの生活は生存（生きていることの持続）に支えられ、生存は生命に裏付けられて

いる。生命こそは生活の基盤なのである。このことを実感してもらうために、三角形の

お結びの形を黒板に大きく書き、横に三つに区切り、生活・生命・生存がどの位置に入

るかを問う。学生生活は生きていることの持続（生存）によって可能になり、生存は

生命の持続であるから、一番下の土台には「生命」が入る。その上が「生存」、一番上

に「生活」が乗る。この順番を間違えた場合、単位は無理でしょう、などと脅かすと、

さすが新入生、ピッとなって黒板を見つめてかわいい。学業半ばで亡くなった古い教え

子の思い出話をしたりして、私自身もしんみりしたりする。これら三つの言葉を英語で

は？と質問すると、「Life」と元気な返事が返ってくる。 
☆ 文化人類学者の別枝篤彦氏の素朴で奥深い生活の定義もよく用いる。

「生活は主として、人間が生きていくための命の働きを実現していくための行為である。」

学生生活で困っていることはないか、命の働きが弱まってしまうような学生生活はいけ

ない、命の輝きを増すために教育はある！と続け、学生の悩みを掬い取るようにする。

大学側の責任と覚悟もきちんと伝え、安心を与えるようにする。  

☆ そしていよいよ「家庭を中心とした生活の学」としての「家政学」が登場するのである。

ユニセフレポートなどのより広い視野から、貧困や飢餓について触れることもある。

参考 『21 世紀の生活経営 自分らしく生きる』同文書院 
   『生活文化の世界 人生の四季に寄せて』酒井書店

22



「家庭経営学（家庭経済学を含む）」女子栄養大学栄養学部 井元 りえ

１． シラバス

家庭経営学（家庭経済学を含む） 単位数 2 
開講年次 3 年 学 期 後期

担当教員 井元 りえ

科目分類 専門科目（教科に関する科目）

選択／必修 必修（家庭科教職コース） 授業形態 講義

授業の到達目標 現代の経済社会における諸問題に対応した家庭経営のあり方について、

自分の考えを発表できる。

授業の概要 家庭生活における意思決定が社会全体に及ぼす影響について理論的及

び事例的に検討し、海外の家庭経営のあり方も参考にしながら、現代の

経済社会における諸問題に対応した家庭経営のあり方を探る。 

授業の内容

（注）1 回目およ

び 2 回目で、原論

の内容を扱って

いるので、その内

容を少し詳しく

挙げた。

①生活のとらえ方（家政学の成立と理念、生活とは何か、生活構造の視

点、生活分析の視点）

②家庭生活と家庭経営（家庭生活の要素、家庭経営の主要概念—意思決

定や価値意識など、家庭経営の枠組み）

 3生活時間と家庭経営 

 4生活におけるお金と様々な価値 

 5家庭経済と消費 

 6家計の収入と支出 

 7消費者行政 

 8多様化する販売と消費者問題 

 9家庭経営と情報 

10消費者教育の内容 

11消費者教育の方法 

12 NPO の役割と家庭経営 

13ドイツの家庭経営 

14イギリスの家庭経営 

15まとめ 

テキスト 使用しない。授業時に適宜資料を配布する。

参考文献  (社)日本家政学会家政学原論部会監修『家政学 未来への挑戦』建帛社

(2001) 
松島千代野『増補版 家政学原論集成』学文社(1992) 
原ひろ子編著『生活の経営—21世紀の人間の営み—』（（財）放送大学教

育振興会）(2001) 

ポウルチ・ホール・アキシン共著、丸島令子・福島由利子共訳『家族の

意思決定—生活の質の向上のためにー』家政教育社(1985)、他 
評価方法・基準 授業時の演習や意見発表、及びレポートを総合的に評価する。
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２．授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫

① 栄養学部において

・ 本学は、主に予防医学の視点で「栄養学」と「保健学」に基づき教育研究をし

ている「栄養学部」であり、「家政学」の視点はほとんど持っていない。

・ しかし、家庭科教諭（中学校・高等学校一種）のコースでは、教科「家庭科」

の学問的基礎であり、教科の特質を捉えるためにも、家政学の視点を教えるべき

だと考え、科目「家庭経営学（家庭経済学を含む）」及び「環境とくらし」の講

義の中で、 家政学原論の内容を含めている。

「教育方法及び技術」でも家政学原論の内容を扱いたいと考えている。

② ・「家庭経営学（家庭経済学を含む）」は、学部の家庭科教諭コースの 3 年生対象

（約 20 名）である。

・「環境とくらし」は、二部の家庭科教諭コースの 3, 4 年生対象で選択科目であ

る。全 15 回のうち、第１回目で原論の内容を扱っている。人間と環境との関連

を考えさせる際に、リチャーズの理論やヒューマンエコロジーについての解説を

含めている。

③福岡工業大学 社会環境学部において（平成 17年度〜平成 21年度）

・ 「ライフスタイルと環境」、「人間環境学」、「環境教育論」、「生活環境論」を教え

ていたが、家政学の歴史、ヒューマンエコロジー、価値意識と意思決定などを含め

ていた。

・ 男子学生が 8 割、女子学生が 2 割であったが、「家政学」の学問としての重要性に

ついて両者から共感を得た。

④立教大学 社会学部において

・非常勤で「生活環境論」を担当している。第１回目で、ライフスタイルと環境との

関係について、家政学の視点から解説している。 

⑤現代社会において環境問題への対応を迫られるなかで、家政学系の学部以外での「生

活環境論」の開講も多い。その際に、人間と環境との関係を考える理論として、「人間

エコシステムモデル」は学習者にとって解り易い。また、リチャーズについて紹介す

ることにより、家政学の学問的特性の真の理解を促すこともできる。家政学系の学部

以外でも、環境関連の科目の中で家政学原論の内容を教え、広めることが可能なので

はないだろうか。 
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「生活設計論」山梨大学教育人間科学部 志村 結美

１． シラバス

授業科目名 生活設計論 単位数 2 
開講年次 1 年～ 学 期 前期

担当教員 志村結美

科目分類 全学共通科目

選択／必修 選択 授業形態 講義・演習

授業の目標  現代社会の変動の中で我々の生活は大きく変容し、様々な生活課題が

顕在化している。その生活の変容の過程と諸問題を浮き彫りにし、生活

形態、生活意識の多様性を理解するとともに、現代社会において必要な

主体的な生活設計・ライフデザインについて認識を深める。

授業の内容 １．生活設計・ライフデザイン

２．社会変動とライフコース

３．ライフデザイン

（１）タイムマネージメント

（２）自己分析・自己理解 

４．現代社会の生活課題

（１）家族、親子関係が抱える課題

（２）食生活が抱える課題

（３）結婚とパートナーシップ

（４）ジェンダー的課題

（５）福祉とシティズンシップ

（６）消費者が抱える課題

（７）その他

５．生活リスク・マネジメントとライフスタイル

（１）年金構造

（２）生活設計と保険（生活とリスク管理）

６．キャリアデザインの現代的課題

（若者の自立と雇用問題、ジェンダー的視点、ワークライフバランス等） 
７．総括・まとめ

テキスト テキストの指定は行わない。

参考文献 ※参考文献については、授業中に適宜紹介します。

評価方法・基準 定期考査 45%  平常点/出席点 30%    小テスト/レポート課題 25％ 
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２．授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫

① この「生活設計論」は、全学共通科目として、前期に開講しています。主に、1
年生や 2 年生が受講します。将来の生活を考えることにより、自己理解や自立

した個の確立の必要性を認識し、現代社会の生活課題を探究し、他者との共生

や社会の一員としての自らの有り様を把握することを目指しています。

家政学という言葉は使っていませんが、生活を真正面から捉え、よりよい生活

をめざして、自らや社会の課題解決に取り組む内容は、家政学に通じるものが

あると考えています。また、この授業は、主体的な学びを目指して、参加型ワ

ークショップ形式の授業展開を中心としています。ワークショップ例としては、

自分を見つめる（自己他己紹介、様々な価値観ランキング法、アサーション）、

現代家族を考える（フォトランゲージ、ロールプレイ）、現代生活を考える（即

答フリップ方式(食生活)、説得納得ゲーム(消費生活）等があげられます。

② 学部全体では、家政学原論関連科目として、教職科目として、「中等家庭科授業研

究Ⅰ・Ⅱ」、「中等家庭科教育法第一、第二」、「家庭科内容論」、「家庭科教育学」

等々があります。また、家政教育専修コース専門科目として「家庭経営学」等が

あり、新課程の一部の学生を対象に「生活学概論」「生活科学論」等が開講されて

います。1998 年までは「家政学原論」が設定されていましたが、その後、「生活

学概論」となっています。

③ 1 年次前期には、家政教育専修の学生全員を対象に「学部入門ゼミ」が行われ

ます。家政系教員がオムニバスで担当し、家政学や家庭科教育学の定義等、基

礎・基本を紹介し、4 年間の学習や研究の流れが把握できるようにしています。

学生は、「家政学とは？」「家庭科教育は何を目標とするのか？」について初め

て真剣に考えることになります。しかし、残念ながら、4 年生で教員採用試験

を受験する頃になりやっと、「家政学」「家庭科教育」について認識を深めるこ

とができるのが現状です。そこで、卒業を目前に控える 4 年次後期に必修で行

われる「教職実践演習」において、基本に立ち戻り、「家政学とは？」「家庭科

教育とは？」について話し合いを行うようにしています。

しかし今年より、学部の改組により、家政教育専修は生活社会教育コースとな

り、社会科と家庭科の学生が共に一つのコースとして入学してくることになり

ました。「学部入門ゼミ」を担当する時間も半分以下に減ってしまいましたが、 
関西家政学原論研究会が刊行した「家政学のじかん」を教科書として活用し、 
コース全員に家政学とは何なのか、認識を深めることができるよう工夫してい

ます。
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①「ハウスプランニング」②「家庭科教育法Ⅰ」③「生活学概論」

羽衣国際大学人間生活学部人間生活学科生活マネジメントコース    宮﨑 陽子

１．シラバス 

授業科目名 ハウスプランニング 単位数 2 授業科目名 家庭科教育法Ⅰ 単位数 2 

開講年次 1 年 学 期 前期 開講年次 2 年 学 期 前期

担当教員 宮崎陽子 担当教員 宮崎陽子

科目分類 専門基礎科目（教科に関する科目） 科目分類 資格必修科目（教職に関する科目）

選択／必修 必修(コース) 授業形態 講義 選択／必修 必修(教職) 授業形態 講義

授業の目的・到達目標 授業の目的・到達目標

家政学の住居学の基本的内容を理解し、豊かな住ま

い・住環境を実現させるための住まい方、および設計

条件や社会条件等について、総合的に考慮した提案が

できる。また、客観的な知見と主体的な考察をもとに

して、これからの住生活のあり方について述べること

ができる。

家庭科教育の理念や意義を認識するとともに、家庭科

教員に必要となる基礎的な知識・技術を習得する。具体

的には、①中学校家庭科の学習指導要領の内容を理解す

る。②家庭科の授業づくりの仕組みや各要素を総合的に

理解する。③家庭科教育の意義について考察し自分の意

見で述べることができる。

授業の内容 授業の内容

１．オリエンテーション【授業の概要や進め方の説明

／住居学とは】

２．住まいの機能

３．住まいの歴史(1) 
＊以下、住居学の各論が続くため省略

１．オリエンテーション【授業の概要や進め方の説明／

家庭科のイメージ】

２．家庭科教育の意義【家政学と家庭科教育／家庭科教

育の現代的意義】

＊以下、家庭科教育の各論が続くため省略

評価方法

・基準

小レポート（15％）、試験（70％）、そ

の他出席状況等（15%）により判定。 

評価方法

・基準

レポート（15％）、試験（70％）、その他

出席状況等（15%）により判定。 

授業科目名 生活学概論 単位数 2 担当教員 岸本幸臣 選択／必修 必修(学部) 

開講年次 1 年 学 期 前(後)期 科目分類 専門基礎科目 授業形態 講義

授業の目的

・到達目標

人間生活に特有な、生活の質的上昇志向と世代を継承できる安定的な生活持続への潜在的欲

求の想いが、今日の持続可能な社会発展の基本原理となっていることを理解する。また、生活

学における個別領域科学の使命と隣接科学のそれとの違いを認識できるようにする。

授業の内容 １．講義の概要     【生活学を学ぶ目的と生活現象のとらえ方】

２．生活学の歴史（世界）【古代ギリシャ家政論から現代アメリカ家政学へ】

３．生活学の歴史（日本）【江戸期の家道訓から家政学そして生活科学へ】

４．生活と社会の進歩  【社会発展に果たす人間生活の上昇志向の特性】

５．社会発展とその功罪 【文明の必然性と発展に内在する基本的矛盾】

６．問われる価値観転換 【人間生活の新パラダイムとしての家族とその機能】

７．生活学の学問構成 【生活事象を考察するための領域科学の考え方】

８．生活主体の特性  【家庭生活の当事者としての家族とその機能】

９．生命維持の手段  【人間の健康と生命維持のための食環境の条件】

10．生活の一義的保護  【生物的弱者としての人間の衣環境の条件】 
11．生活の空間的条件  【家庭生活の場としての住環境（住まいと居住地）】 
12．生活の支援システム 【社会化する生活と支援方法（生活福祉と情報）】 
13．生活の管理と経営  【主体と媒体の対応法（生活目標と生活スタイル）】 
14．生活学と専門職   【生活学の社会貢献の必要性とその活動分野】 
15．講義内容のまとめ  【生活学の総括整理と定着度確認】 

右欄

評価方法･基準

レ ポ ー ト

（20％）、試験

（70％）、その

他出席状況等

（10%）により

判定。

教科書・参考書 〔テキスト〕「家政学のじかん」（関西家政学原論研究会編、2011.6） 

〔参考書・その他〕「私たちの生活科学」（中根芳一編著、理工学社、2003.4） 
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２．授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫

① 羽衣国際大学の人間生活学部は食物栄養学科と人間生活学科（生活福祉コース、

生活マネジメントコース）の 2 学科構成となっています。教育内容から家政学系の

学部といえますが、本学では家政学を「人間生活学」と称しています。本学におけ

る「家政学原論」関連科目の最大の特徴は、家政学原論の内容をベースにした「生

活学概論」を学部共通の必修科目としていることです。食物栄養学科は 1 年・前期、

人間生活学科は１年・後期に、専門基礎科目として学びます。1 年時に家政学がど

のような学問なのか、家庭生活とは何かを学んだ上で、各学科・コースの専門性を

高めることを目指しているためです。

② 「ハウスプランニング」は生活マネジメントコースの専門基礎科目（必修）（兼、

教職の教科に関する科目）、「家庭科教育法Ⅰ」は中学・高校の家庭科の教員免許

取得のための、教職に関する科目（必修）として開講しています。前者は「住居

学」、後者は「家庭科教育(学)」の授業内容ですが、それぞれの１コマに家政学原

論の要素を組み込んでいます。「ハウスプランニング」では、生活に関わるどの専

門分野を学ぶ学生にも、家政学の領域科学としての住居学の視点を有してもらう

ことを、「家庭科教育法Ⅰ」では家庭科の基礎科学としての家政学を理解してもら

うことを目的に、位置づけています。また、それぞれの授業の各論部分でも家政

学的視点の重要性を述べています。

③ 「生活学概論」（担当：岸本幸臣）の受講生は 50～90 人（学科により人数が異

なる）で、毎回プリントを配布して講義をしています。生活と科学の関係（規範科

学）や家政学の成立史、家政学の学問論、などの原論的内容と、衣・食・住・家族・

経営などの概論を組み合わせた授業になっています。生活事象やその問題への関心

を高めるため、教員は毎回テーマに関するミニレポート･アンケートを課し、全員

の調査結果をグラフ化にするなどでまとめて紹介しています。また、テキスト「家

政学のじかん」の講読し感想を書く課題もあります。

④ 「ハウスプランニング」（担当：宮﨑陽子）の受講生は 30 人前後で、毎回プリ

ントを配布して講義をしています。初回授業で、家政学の目的や領域構成を紹介

しながら、家政学の住居学の研究スタンスを工学の建築学と比較して説明してい

ます。学生はその違いに興味を持っているようです。「家庭科教育法Ⅰ」（担当：

宮﨑陽子）の受講生は 5～10 人程度で、毎回プリント配布をし、講義・グループ

ワーク等をし、意見交換を積極的にしています。2 回目の授業で、家政学の学問的

特性（対象・方法・目的）や領域構成、今日的課題に触れ、それと家庭科との関

連を考察するよう促しています。家庭科教諭を目指す学生に人間らしい豊かな暮

らしとは何か、を考える学問と教科の意義を考えてもらうきっかけにしています。 
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「家庭科教科論」茨城大学教育学部 佐藤 裕紀子

１． シラバス

※「授業計画」のうち「＊」を付した回が家政学原論に関連する内容を扱う授業．

授業科目名 家庭科教科論 単位数 2 

開講年次 1 年 学 期 前学期

担当教員 佐藤裕紀子

科目分類 専門科目（教職に関する科目）

選択／必修 選択 授業形態 講義

授業の概要  家庭科の意義や歴史を知るとともに、家庭科と家政学との関わりや家

庭科の目標、方法、今日的課題との関わり等について学び、家庭科につ

いての理解を深める。また、中学校の現職教員による実地指導にも参加

する。

授業計画 １．ガイダンス～家庭科で何を学ぶか

２．家庭科を学校で学ぶことの意義

３．家庭科の歴史（１）戦前編＊

４．家庭科の歴史（２）戦後編＊

５．家庭科の歴史（３）現在＊

６．家庭科と家政学との関わり＊

７．家庭科の目標と「実践的態度」の育成

８．家庭科の学習方法の特質とその意義

９．家庭科の学習内容と学習指導における「総合的な展開」

10．家庭科の評価を考える 
11．男女共同参画社会の形成と家庭科との関わり＊ 
12．持続可能な社会の形成と家庭科との関わり＊ 
13．実地指導（１）家庭科の授業体験 
14．実地指導（２）中学校家庭科の現状と課題 
15．まとめ 

テキスト テキストの指定は行わない。

参考文献 牧野カツコ編著『青少年期の家族と教育』家政教育社

鶴田敦子・伊藤葉子『授業力 UP 家庭科の授業』日本標準社 
中間美砂子編著『家庭科への参加型アクション志向学習の導入』大修館

亀高京子監修『若手研究者が読む「家政学原論」2006』家政教育社 
※その他の参考文献については授業中に適宜紹介する。

評価方法・基準 期末テストを実施する。授業時の小レポート等と期末試験について 5：5
の割合で鑑みて判定する。
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２．授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫

① 本学の教育学部家庭科教員養成課程においては、カリキュラムにおける時間的制

約から、「家政学原論」など家庭科の背景科学である家政学自体を学ぶ授業科目

が設けられていません。家政学についての理解を深めることは家庭科の本質的な

理解をたすけることにつながると考えられるため、この「家庭科教科論」では、

家庭科の歴史を扱うなかで家政学と家庭科との関係に触れたり、あるいは直接的

に家庭科教育と家政学研究との関わりを扱ったりして、家政学に対する理解をう

ながすよう工夫しながら授業を行なっています。

② 「家庭科教科論」は、中学・高校の家庭科教員免許取得のための専門科目（選択） 
として 1 年次の前学期に開講しています。家庭選修ではこの科目を「基礎教育分

野」の「コア科目」と位置づけており、家庭科と家政学に対する本質的な理解を

深めたうえで、2 年次以降の家庭科内容研究や家庭科教育法、あるいは「教科専門

分野」の食物・被服・住居・家庭経営・保育の各科目に取り組めるように設定さ

れています。本学学校教育教員養成課程では小学校と中学校の両方の教員免許取

得が卒業要件となっているため、小学校教員を目指す者も含め、家庭選修に所属

するすべての学生がこの授業科目を履修しています。

③ 受講生は 20 名前後です。講義により基礎的な知識の習得をはかるとともに、家庭

科を学校で学ぶことの意義や、男女共同参画社会の形成や持続可能な社会の形成と

家庭科との関わり等を扱う授業においてはグループ・ディスカッションを行ってい

ます。茨城県では家庭科教員は各校に多くて 1 名配置されているだけというのが現

状です。こうした状況のもとでは、家庭科教員にはこれからの社会に生きる子ども

たちを育てるうえで家庭科教育の果たす役割を自分が理解しているだけでなく、誰

にでも分かりやすいように明確に説明できることが求められるため、こうした学習

方法をとり入れています。

④ この「家庭科教科論」のほか、2 年次以降に履修する専門科目（教科に関する科目） 
のなかでも、家政学理解につながるような内容を取り入れています。たとえば、「家

族とジェンダー」、「現代家族論」では、近代家族の成立や戦後家族体制の形成と国

家政策との関係、「家事労働論」では家政学や家庭科における家庭生活理念、家事

労働の位置づけの変遷などを扱い、家族・家庭が戦略的に利用されてきた歴史につ

いての理解を深めることにより、時代・社会の変化に翻弄されない家庭科の教育・

指導ができるようにしています。

30

由樹 花輪
長方形



「中等家庭科教育法Ⅰ」新潟大学教育人間科学部 鈴木 真由子

１． シラバス

注：本報告のシラバス及び授業実践の結果は、著者が新潟大学在職中に構想・実施した

ものであり、当時の学部名称で表記している。現在の当該大学教育学部における同名の

授業とは無関係である。

授業科目名 中等家庭科教育法Ⅰ 単位数 2 
開講年次 2 年 学 期 前学期

担当教員 鈴木 真由子

科目分類 教職科目（教職に関する科目）

選択／必修 必修 授業形態 講義・演習

授業の目標 ・家庭科教育の歴史や背景にある学問との関連を理解し、教科のアイデ

ンティティを把握する

・教科の全体像を、総合的・体系的に捉える

・グループ発表により、基本的な学習形態や指導方法の概要を把握する

・ミニテストの作成により、要点を押さえた授業を展開することの意義

を理解する

・ミニテストの実施により、相互評価・自己評価の意義を理解する

授業の内容 １． ガイダンス

２．家庭科の背景にある学問：家政学

１）家政学の歴史的系譜（担当教員による講義 2 回） 
２）家政学の定義と知識体系（これ以降はグループ発表形式）

３）日本における家政学の動向

３．家庭科教育の歴史的変遷

１）明治期までの家庭科教育

２）大正から昭和前期（戦前）までの家庭科教育

３）戦後の家庭科教育（前半）

４）高度経済成長期における家庭科教育

５）男女共修・共学時代の家庭科教育

４．実地指導講師による授業：家庭科教育の今とこれから

５．授業の総括

テキスト テキストの指定は行わない。

参考文献 (社)日本家政学会家政学原論部会監修『家政学 未来への挑戦』建帛社

(2001) 
家政学原論部会発行『家政学原論研究』各年

その他、家庭科教育の歴史に関わる文献各種

評価方法・基準 グループ発表の内容・方法・配布資料（30％） 
ミニテストの作成・実施・評価・授業の省察（30％） 
授業後のミニレポート（20％） 
授業の総括レポート（20％） 
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２．授業の特徴や授業を行うにあたっての工夫：学生に対するアドバイス

■授業に関する質問はいつでも受け付けますので、研究室まで来て下さい！

① 中等家庭科教育法Ⅰ～Ⅳは、2 年前期から 3 年後期までの 2 年間、各 2 単位・

計 8 単位の履修を想定しています。中学校の教員免許（家庭 1 種）習得のために

は、すべて必修扱いとなります。高等学校の教員免許（家庭 1 種）習得のために

は、Ⅱ・Ⅲが必修ですが、Ⅰ・Ⅳの選択科目も是非履修して下さい。

特にⅠは、家庭科という教科の持つアイデンティティをテーマにしています。

皆さんが家庭科の教員を目指すにあたり、求められる“教科観”の基礎になるも

のです。家庭科の背景にある学問（家政学・生活科学）とは何か、皆さん自身で

調べ、考え、伝えることを通して、理解して下さい。

② 学習方法の特徴は、グループ発表形式をとることにあります。20 人以下の少人

数クラスの利点を活かして、2～3 人のグループで協力して学習を進めて下さい。

基本的な文献をいくつか紹介しますので、それをもとにして、グループ単位で学

習テーマについて調べ、内容を整理します。

 発表は、それぞれのグループで工夫して下さい。原則は「大学生に対する授業」

です。教える側の立場で、大学生にわかりやすい授業の方法を考えましょう。ヒ

ントになる学習方法については、参考になる資料や文献を紹介する予定です。

③ ガイダンス後の 2 回は、担当教員が授業をします。レジュメの作り方、配布す

る資料等、グループ発表の参考にして下さい。

グループ発表（＝授業）の後には、ミニテストを実施して理解度を確認しても

らいます。授業は 50 分程度とし、ミニテストは 10～15 分で解答できるものを発

表者が考えて下さい。発表したグループは、採点もそれぞれの責任で実施しても

らいます。記述式の問題であれば、評価の基準も考える必要があります。

④ グループ発表の担当者以外の皆さんは、学習者として授業の評価をして下さ

い。評価項目は、「内容」と「方法」です。「内容」について、何がわかったか、

わからなかったか、「方法」について何がよかったか、よくなかったか、その他

気づいたことをたくさんコメントして下さい。質問があれば、書いて下さい

発表者は、相互評価の結果も参照して、自分たちグループの授業について省察

して下さい。ミニテストの結果も重要な手掛かりです。伝えたかった内容がちゃ

んと伝わったのか、伝わらなかったとしたらどこに原因があるのか、グループで

話し合って考えましょう。質問については、回答を準備しましょう。

 翌週の授業の冒頭で、担当教員が前週の授業について補足します。また、前週

の質問については責任を持って回答して下さい。
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「家庭概論Ⅰ」ほか 西南学院大学人間科学部      西野 祥子 

1. 「家政学原論」に関わる授業実践科目

 （全て「家政学原論」以外の科目において「原論」的な内容を扱っている科目） 

 「家庭概論Ⅰ」（保育士必修、幼小免選択必修）２単位 

 「家庭概論Ⅱ」（幼小免選択必修）２単位 

 「家庭科教育研究」（小免必修）２単位 

 「教科教育学特論」（大学院人間科学研究科）２単位 

 「生活学入門」（一般教養科目）2単位（於：かつて在籍した島根大学にて） 

2. 教育目的：

授業によって細かくは異なるが、基本的には、(1)家庭生活の社会的価値、家庭生活がもつ他では代えが

たい人間形成機能について理解し、(2)生活（家事や子育て）のあり方を考える教育が、社会共通の課題解 

決に役立つだけでなく、トータルな人間発達に不可欠である事を理解する。 

３. 教育内容：Ellen H. Swallow Richardsの生活環境教育思想を中心に据えた内容

(1)人間の幸せ・福祉と家族・家庭生活 〜その教育的機能 

  （家族中心の生活、家庭生活に他では代えがたい価値を認めること＝家庭科の存在理由） 

  注）家族：血縁だけによらない。より自由なかたちで情緒的交流や日常生活を共有しあう集団も含む。 

    家庭生活を補う社会資源の活用も同様の価値をもつものと考える。 

(2)今日の社会の特徴と、そこでの家庭生活・子育て 

 （何に価値をおくか、人類に「共通の課題」と家庭生活との関係をつなぐ視点→ 責任・倫理の必要性） 

(3)家政学の源流：リチャーズの思想と家政学の誕生 〜社会的、倫理的学問としての 

＊当時のアメリカ社会の歴史的、文化的、社会的背景と家政学の誕生 

（すべての男女に生活に関する教育の機会を→子どもの福祉につながる） 

＊図書分類にみる学問としての家政学の意味 

（「貧困」＝当時最大の社会問題の克服、「健康」のための環境改善・制御。手段としての生活技術。） 

＊「人間存在」や「生活」を生態学的、全体論的視座でとらえ、教育する意義の理解 

  （人間と環境との相互作用 ＝自分のとった行動・とらなかった行動の結果が 

 他者、他のいのちにとっては環境そのものとなる…等） 

(4)家政学と家庭科教育： 

  環境調和的(生態学的)消費生活、家族を中心とした家庭生活がトータルな人間発達に果たす役割 

＊シンプリシティ（簡素な生活）の価値 ←物質的環境の管理は究極的には「精神の管理」による 

＊持続可能な社会と消費のあり方（「共通の目的」「共通の関心」に基づく生活管理＞倫理） 

＊身体と精神の「習慣」獲得の場としての家庭生活の価値（家庭教育） 

＊「地域社会における家庭科」（常に、社会的、文化的文脈における教育実践を！） 

＊環境制御の経験、能力＝生活や人生に対する真の「主体性」の獲得につながる    等… 
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４．リチャーズの教育に関する集大成、著作『ユーセニクス』(1910)にみる家政学・家庭科教育の基本原理に 

    繋がる観点（Euthenicsは我が国固有の家庭科教科理論：by 藤枝・内藤両氏による） 

＊ユーセニクス：「応用科学」（健康・福祉の向上に役立つ科学、科学的知識の日常生活への応用） 

 「努力による生活環境の改善」＝健康のため環境をよくするための学問 

 「教育を通した正しい環境の創造と環境の制御」（「自覚」「努力」） 

＊推進方法：「生活と繋がる科学、生活と繋がる教育」 

管理能力増進のための「コスト」概念の導入・時代に求められる新たな「生活基準」 

＊「正しい環境の創造という科学観と環境制御による人間形成の調和」（人間行動・人間生活の及ぼす社会 

 的影響→普遍的「共通の目的」という環境調和的視野、長期的視野が必要） 

＊「地域社会という環境のなかの人間」 

＊「予防の原則」 

＊「習慣」のもつ力 

＊「共通の課題」「共通の目的」に基づく市民教育としての家庭科像 

  （home economics in the community の実践） 

○ 授業づくりのための主要３原則

１．児童・生徒が主役 →児童・生徒の「生活」からスタート 

２．個と社会との関わりの視点 →「社会的過程」としての統合 

３．主体性育成 →「考える」プロセスの重視（意思決定、参加） 

おわりに：家政学原論に求められるもの 

＊家政学独自のものの見方、考え方、問いの立て方   ＜哲学＞＜思想＞の共有＝社会的責任 

＊教育・生活実践と常に繋がっている科学としての家政学 

＊一般教育（教養教育）としての家政学教育の普及の原点としての家政学原論 
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編集後記 

 「家政学原論部会行動計画 2009-2018」第 3 グループのメンバーにより、約 3 年にわたって報

告・検討を進めてきた「家政学原論」の授業実践研究のエッセンスを本報告書にまとめた。「家政学

原論」の授業は、「学問論が中心になりがちで難解である」などと思われがちである。しかし、本報

告書によれば、学生の学年段階や実態に応じて、家政学への興味･関心をかきたてるべく、いろい

ろな授業の工夫がなされており、その学習の成果として、学生の変容を窺わせる学生の感想文な

ども紹介されている。さらに、家政学原論以外のさまざまな専門科目で、家政学原論の視点を取り

入れた授業がどのように行われているのかについても報告されている。科目「家政学原論」を開講

することの是非を議論する際のたたき台として本書が活用されることを願ってやまない。 

一般社団法人日本家政学会家政学原論部会 

「家政学原論部会行動計画 2009-2018」第 3グループ 
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